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１．　環境経営方針

　　　成和建設株式会社は、未来にわたって より良い地球環境を残すため、建設工事

　　　の事業活動を通じて、環境経営マネジメントシステムを導入し 継続的改善に努

　　　め、環境保全活動に取り組みます。

　　　（１）次の事項について環境目標・活動計画を定め、継続的な改善に努めます。

　　　　　①省エネルギー、二酸化炭素排出量の削減のため、電力量及び化石燃料の使用量

　　　　　　　低減に努める。

　　　　　②廃棄物の排出削減のため、発生抑制と分別の徹底による再資源化に努める。

　　　　　③建設業務における用水使用量の削減に努める。

　　　　　④環境保全に係わる関連法規及び要求事項を遵守する。

　　　（２）この環境経営方針は、当社の全従業員に周知します。

制定：２０１０年　７月　　１日

改訂：２０１９年　７月　　１日

成和建設株式会社

代表取締役社長　  渡邉　義美

成和建設株式会社　環境経営方針

〈 基本理念 〉

〈 環境保全行動指針 〉
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２．事業所概要及びシステム体制

　　　（１）事業所名及び代表者氏名

成和建設株式会社　　　代表取締役社長　　渡邉 義美

　　　（２）所在地

本社所在地　：　東京都葛飾区東新小岩三丁目１１番１６号１０３号室

墨田支店所在地　：　東京都墨田区東墨田三丁目　９番　２号

　　　（３）環境管理責任者及び連絡先

環境管理責任者　：　前畑　勝治

 連絡先：　　ＴＥＬ：０３－５２４７－０８８８　　　ＦＡＸ：０３－３６１６－０２４５

E-mail　：　maehata@seiwa-ken.com

　　　（４）事業内容の概要

　 土木工事業、舗装工事業、水道施設工事業

　　　（５）認証事業所の規模

　 設　　立： 昭和４９年 ７月 （1974年）

　 従業員数： １７人

　 事業所の延べ床面積 ４２．９㎡（本社）＋１４６．２㎡（墨田支店）
合計１８９．１㎡

令和４年度総完工高 ７９０百万円

　　　（６）建設現場

現場事務所を設置した場合は、適用範囲とするが目標値を定めない。

現場事務所を設置しない場合は、墨田支店を建設現場事務所としている。

　　　（７）建設業許可書

許可番号 東京都知事許可（特－３）第０１６０２８号

許可の有効期限 令和３年１２月５日から令和８年１２月４日まで

許可の種類 土木工事業 とび・土木工事業
舗装工事業 しゅんせつ工事業
水道施設工事業

　　　（８）取組範囲（場所）

当社は全組織・全活動を対象としている。
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　　　（９）実施体制

　　　（１０）役割、責任、権限

環境経営に関する統括責任

環境方針の策定・見直しの実施、及び全従業員へ周知

経営における課題とチャンスの明確化

環境経営システムの構築、実施、管理

環境関連法規等の取りまとめ表を承認

環境活動の取組結果を代表者へ報告

データの作成、管理、状況のチェック

エコアクション２１の取り組みを推進し、是正・改善策の協議を提案

社内エコ活動の推進、実施

数値のデータ化、管理表の作成

現場における環境経営システムの実施

現場における環境方針の周知

現場の作業員に対する教育訓練の実施

各現場から報告された数量チェック、及びまとめ

「産業廃棄物管理票交付等状況報告書」の提出

環境経営方針の理解、役割の実施

省エネ・節電・節水などエコ活動の積極的な取組

【代表者】

代表取締役　　渡邉義美

【総務部】 【産廃処理責任者】

全　従　業　員

エコ委員会

【環境管理責任者】

全従業員

総務部

各現場責任者

産業廃棄物処理責任者

ＥＡ２１　事務局

環境管理責任者

代表取締役

【工事部】

役　割　・　責　任　・　権　限

【ＥＡ２１　事務局】

専務取締役　　前畑勝治

各現場責任者

担　　当

全　協　力　業　者
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３．　環境経営目標とその実績

３．１　中長期目標

取組期間　：　2022年7月～2023年6月

　１．　　二酸化炭素排出量の削減　　１－１．購入電力　（本社・墨田支店） kWh 22,035 -0.2% 22,035 -0.2% 22,035 -0.2%

　　１－２．ＬＰＧ使用量　（墨田支店） ｍ3 25.6 -0.3% 25.6 -0.3% 25.6 -0.3%

　　１－３．ガソリン使用量 Ｌ 9,588 -0.2% 9,588 -0.2% 9,588 -0.2%

　　１－４．購入電力　（現場事務所） kWh

　３．　　産業廃棄物の排出削減 ｔ

　４．　　産業廃棄物の排出削減

４－２．水使用量削減　（現場事務所） ｍ3

※1 システム運用年度は、２０２２年７月～２０２３年６月までとする。

※2 電力のCＯ2排出係数は、2022年度 東京電力エナジーパートナーＣＯ2 排出係数（0.376kg-CO2/kWh）を使用。

※3 ガソリンのＣＯ2 排出係数は、環境省「温室効果ガス排出係数」（2.32ｔCＯ2/kl）を使用。

※4

※5

※6 産業廃棄物の排出は、その年度に受注する工事によって数量が増減する為、目標値を定めない。

9,607

運用は、本社・支店を対象とする。建設現場は、工事規模等により差異が生じる為目標値を定めないが、削減に配慮するよう努める。

目標

環境に配慮したグリーン購入を推進する。

２０２３年度

-

LPガスのCＯ2排出係数は、日本LPガス協会（3.0kg-ＣＯ2/kg）を使用。

基準年度

２０１９年～２０２１年
（３年間平均値）

環境目標

-0.7%

２０２２年度

22,079

目標

　６．　　グリーン購入の配慮

-

　５．　　建設業の環境改善

-

386

103.0

383

-

２０２４年度

支店、各現場にて、環境改善に向けた取組を推進する。

環境を配慮し、削減に努める。

単位

25.7

目標

- 環境を配慮し、削減に努める。

-

現場数によって排出量の増減が異なり、比較が難しいため、現状維持を目標としてきた。しかし今年度は項目によって

基準値を変更し、全体的な見直しを図った。見方を変えることで、削減できる項目を捻出する。

基準年度（２０２１年）

　２．　　一般廃棄物の排出量削減 ｔ 384 -0.5% 384 -0.6%

-0.3% 102.7 -0.3%４－１．水使用量削減　（本社・墨田支店） ｍ3

基準年度（２０２１年）

102.7 -0.3% 102.7

４



３．２　環境経営目標の実績

取組期間　：　2022年7月～2023年6月

目標

　１．　　二酸化炭素排出量の削減１－１．購入電力　（本社・墨田支店） kWh 22,035 95.1% △

１－２．ＬＰＧ使用量　（墨田支店） ｍ3 25.6 99.9% △

１－３．ガソリン使用量 Ｌ 9,588 85.7% 〇

１－４．購入電力　（現場事務所） kWh
環境を配慮し、
削減に努める。 〇

　３．　　産業廃棄物の排出削減 ｔ - -

　４．　　産業廃棄物の排出削減

４－２．水使用量削減　（現場事務所） ｍ3 環境を配慮し、
削減に努める。 〇

〇

〇

※1 二酸化炭素排出量は、電力（本社・墨田支店）、ガソリン、ガス使用量（墨田支店LPG）のCO2 排出量を計算している。

※2 評価の基準　　対目標比に対しての評価　　　　89％以下…○　　90％～99％…△　　100％以上…×

×

２０２２年度（実施年）

384

-

評価
※2

25.7

20,95322,079

〇

9,607

基準年度（２０２１年）

-

107.1%

　６．　　グリーン購入の配慮

25.6

8,218

実績

対目標比
（％）

環境に配慮したグリーン購入を推進する。

-

安全対策の徹底、業務の効率化を推進する。

配慮できた

335

実施できた

- 配慮できた

　２．　　一般廃棄物の排出量削減 ｔ

４－１．水使用量削減　（本社・墨田支店） ｍ3 102.7 110.0

環境目標 単位

２０１９年～２０２１年
度

（平均値）

基準年度

386

配慮できた

基準年度（２０２１年）

103.0

87.2%

　５．　　建設業の環境改善
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３．２-１　二酸化炭素排出量の総計表

実施年（2022年度）　二酸化炭素排出量の算出

使用量
2022年度

係数

２０２２年度
CO2排出量

（kg-CO2）
割合

電力１　（本社） kWh

東京電力エナジーパートナー

電力２　（墨田支店） kWh

東京電力エナジーパートナー

電力３　（現場事務所） kWh

東京電力エナジーパートナー

液化石油ガス（LPG） kg 25.6 3.0 76.80 0%

ガソリン Ｌ 8,218.3 2.32 19,066.36 61%

合計　（総排出量） 31,412.04 25%

※1

購入電力全数（本社+墨田支店） 20,953 kWh

３年平均 35,053
※2 比較するため、2022年度東京電力CO２排出係数を使用。

11,677 -

0.376 6,885.69 22%

992.64

〇東京電力エナジーパートナー　2022年度CO２排出係数　　　　0.376 kg-CO2/kWh

CO２排出係数　（採用係数は以下の通り）

※（東京電力エナジーパートナー）参照URL:　https://www.tepco.co.jp/ep/notice/news/2023/1665929_8911.html

項　　　　目

【実施年】　２０２２年度　（R4）

CO2
排出量

2,640 3%

18,313

4,390.55

※1

過去3年間の二酸化炭素排出量換算値

kWh 係数 CO2排出量 kWh 係数 CO2排出量 kWh 係数 CO2排出量

電力（本社）   kWh 4,115 1,547.24 3,406 1,280.66 3,433 1290.808

電力（墨田支店） kWh 19,438 7,308.69 19,134 7,194.38 16,707 6281.832
電力（現場事務所） kWh 9,245 3,476.12 12,015 4,517.64 13,744 5167.744

ガソリン      L 8,880 2.32 20,601.60 9851.5 2.32 22,855.48 10,089 2.32 23406.48

都市ガス     ｍ3 0 2.23 0.00 0 2.23 0.00 0 2.23 0.00

LPG      g-CO2 30.1 3.0 90.30 24.7 3.0 74.10 22.3 3.0 66.9

合  計 33,024 35,922 36,214

2019年度（R1） 2020年度（R2） 2021年度（R3）

0.376 0.376 0.376

※2 ※2 ※2

６



４．環境経営計画・取組結果と評価、次年度の計画

【実施項目と評価】

環境経営計画 取組結果 評価 次年度の計画

１．二酸化炭素排出量の削減　（電気） ・室内の温度管理を固定し、風量は自動にセットし

①エアコン温度管理（夏季27℃、冬季21℃） 　実施、電力消費を抑制した。

②不必要な電力の消灯 ・離席する際は照明を落とすなど節電を心掛けた。

③OA機器スリープモードの活用 ・PCやプリンターをスリープに切替え、消費電力を削減。

④トイレの節電モード設定 ・便座の蓋を閉める、温度を低めに設定するなど節電を実施。

２．二酸化炭素排出量の削減　（ガソリン） ・燃費向上運転方法など浸透している。

①燃費向上の実施 ・繁忙期の車両使用の増加による使用量増加。

　・急加速・急減速しない ・各車両の燃費状況の把握、周知して意識向上。

３．一般廃棄物の排出量削減 ・ペットボトル使用量を減らすため、マイカップ推奨や

①ペットボトル使用量の削減 社内の買い置き飲料を紙パックに変えた。

②クラウド保存の利用 ・排出量削減の目標値を高く設定、達成率も高かった。

４．産業廃棄物の排出削減 ・産業廃棄物の管理、処理が適切に行われた。

①建設廃棄物の適正な処理 ・公共工事による処分量管理、設計変更の増減

②建設リサイクル法の遵守 　は適正に行われた。

５．水使用量の削減 ・人員が増えたことにより、一時的だが水の使用量

①節水意識の向上 　が増加し、基準値を超える結果になってしまった。

②流水時間の削減 ・全社員に節水の意識付けが必要である。

６．建設業の環境改善 ・工事写真の電子化による効率化。

①仕事環境の改善 ・クラウド導入による情報共有、外部接続での効率化。

①支店建物の環境性能の改善 ・倉庫の整理整頓を実施。不用品処分にて効率化アップ。

７．グリーン購入の配慮 ・グリーン購入に該当するか、購入前に再利用できるか

①使い捨て品の回避、リサイクル品の活用 　十分に検討した。

評価：　〇概ね実施出来た　　　△実施したがまだ不十分　　　×計画通り実施出来なかった

△ 継続実施

〇 継続実施

継続実施〇

〇 継続実施

〇 継続実施

〇 継続実施

×
継続実施
検討必須

７



法律等の名称 適用される要求事項 確認

廃棄物処理法 産業廃棄物の委託契約、管理票、実施状況報告書 〇

建設リサイクル法 建設工事の事前事後の届出 〇

大気汚染防止法 建設機械燃料の不正軽油チェック 〇

騒音・振動規制法 特定建設工事の事前届出、規制基準の遵守義務 〇

道路交通法 道路使用の許可 〇

  　　　　

６．代表者による全体評価と見直しの結果

今年度は、社員が増え、事務所にいる人数も増えたことで、全体的に使用率が高くなるかと思

われましたが、基準値と比較しても、ほとんどの項目が目標値を下回り、達成していました。

      もちろん、水使用量の目標未達成や設定値を定めていない現場事務所の電気使用量など、見直

      す項目は多々ありますが、目標達成に至っては、継続して実施してきた社内定例会議での意見

      交換が、削減意識の向上に繋がったのだと思われます。

さらに今年度の試みとして、基準値を項目によって変更し、毎年同じであった目標値の設定を

検討しました。削減できる項目を抽出し、エコ活動を客観的に見直すきっかけになりました。

      全体的な評価としては、毎年水使用量が目標未達成で終わっているので、目標達成における計

      画性が不十分であったと思いますが、日々の現場作業で泥を引っ張らないよう心掛けるなど清

      掃範囲を広げない意識が節水に繋がる意識を強化し、エコ活動に反映できるよう社員教育を実

      施していきたいと考えております。

      

     次年度は、水使用量だけでなく、ほかの項目についても、計画性を持ってエコ活動に取り組ん

      でいく所存です。

以上　

　　　

当社に適用される主な環境関連法規等について、２０２３年７月６日に遵守評価を実施した

結果、これらへの違反はありませんでした。

なお、関係当局からの違反の指摘、訴訟は、過去において３年間ありません。

５．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果ならびに違反、訴訟等の有無

８


